
「こらぼんWEB」は、全国47都道府県の公設試験研究機関やデザイン⽀援機関で
つくる「産業技術連携推進会議 ライフサイエンス部会 デザイン分科会（事務局：
国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所）」が運⽤管理するサイトで、会員がそれぞ
れの地域の資源を「お互いに流通・活⽤することのできる資源情報」として「こら
ぼんWEB」という「場」に提供し、 会員で情報共有するとともに、第三者にも情
報の拡散を図ることを⽬的としたサイトである。（サイトは2015年に完成）



こらぼんWEB開発の経緯
• 2008年：第３回デザイン分科会で、会⻑の及川⽒（北海道）から、公設試デザイン部⾨の成果物の共有と発信を検討したいという旨の発⾔があった。

• 2009年：第６回デザイン分科会第３回研究発表会にて実験的冊⼦「こらぼん」として⼭梨県（串⽥／宮川⽒）がサンプル配布

（掲載数5件 北海道・神奈川・静岡・⼭梨・広島）

• 2011年：第９回デザイン分科会にて「こらぼん」への情報追加と冊⼦化（500部）を決定

（会⻑：⼩堀⽒・神奈川県）産地を⼀番知っているデザイン研究員の情報を集めて産地連携等、皆さんに役⽴つものをつくる。

• 2012年：第11回デザイン分科会にて「こらぼんvol.1」冊⼦（17機関37件の情報を掲載）を配布し⼭梨県（串⽥⽒）が詳細説明。活動の継続を承認。（会⻑：榊
⾕⽒・三重県）

• 2013年：「こらぼんvol.2」の原稿募集と編集の継続を説明。冊⼦化が難しく、電⼦媒体での配布を検討。（会⻑：榊⾕⽒・三重県）現在の分科会ホームページ
をCMS化して、各⾃が情報を掲載できるシステムを作成することは可能である。（野上⽒・滋賀県）

• 2013年： 「こらぼんvol.2」 （19機関43件の情報を掲載）がPDFデータで完成。

資⾦調達できず冊⼦化は困難。（会⻑：榊⾕⽒・三重県）

• 2014年：「こらぼん」のWEB化を提⾔・承認。（会⻑：川本・⼤阪府）

• 2015年：「こらぼんWEB」β版完成。Vol.1vol.2の情報80点を掲載。（制作：川本・⽊下・野上・串⽥）

• 2015年：8⽉より運⽤を開始。以後、「こらぼんWEB」の活⽤は分科会⻑の申し送り事項となるが、積極的な情報の掲載は進んでいない。

• 2020年：「こらぼんWEB」の位置づけと利⽤促進・活性化を協議することとなった。←今ココ



「⼤阪製ブランド認定製品」を「こらぼんWEB」に掲載

新型コロナウイルスの感染拡⼤の影響は、⼈々の購買⾏動や意識にも
変化を及ぼし、巣ごもり消費によるEC（ネットショップ等）の需要が
増えていると⾔われています。

そこで、⼤阪府産業デザインセンターと⼤阪府ものづくり⽀援課では、
⼤阪製ブランド認定製品、全98製品のうち71品⽬を「こらぼん
WEB」（全国の公設試験研究機関のデザイン研究員等が各地の特徴あ
る地域資源を情報発信するサイト）に掲載し、微⼒ながら販促⽀援を
⾏うこととしました。

本サイトでは、⼤阪製ブランド認定製品の特⻑やストーリーを紹介し、
商品を購⼊できるオンラインショップ等の情報を掲載しています。

⼤阪のものづくり企業の技術⼒やセンスが堪能できる逸品ばかり。皆
様のお買い物にぜひご活⽤ください！！

なお、掲載する商品は１企業１品⽬（１アイテム）とし、オンライン
で購⼊できる商品（在庫切れ商品を除く）を掲載しています。また、
オーダー品については、ホームページ等で購⼊⽅法が記載されている
ものを載せています。

⼊⼒作業は6⽉15⽇〜7⽉17⽇まで。併せて「こらぼんWEB facebookページ」にもリンク情報を掲載
https://www.facebook.com/collabonweb





公設試験研究機関

都道府県サイト
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こらぼんWEBの諸課題

1. 情報の投稿数、投稿頻度が極端に少ない
2. 公設試験研究機関からの被リンク（バナーリンク）がないため、検索結果に上がらない
3. 滋賀県が管理しているサーバーにシステムを載せているが、永久的なものではない
4. こらぼんWEBの管理者についても永久的なものではなく、世代交代が必要
5. 産総研のサーバーにデータを移し替えることは（作業を伴うが）近い将来可能性がある
6. デザイン分科会の運営要領や開催記録、輪番情報など、重要な情報を併載している

対応策（例）

1. 分科会活動費を⼯⾯し、外部サーバーをレンタルして維持する
2. ⾃然消滅を待ち、その後は、facebookページ等に移⾏する
3. こらぼんWEBの情報は、産総研サイトに移⾏して掲載する


